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済州島のヨンドンクッ  

キムチスン  

報告者：済州島研究会（金泰順 古谷野洋子 大橋克巳 サイモン・ジョン）※   

ンクッと海女、清州島地図  

1．下道里（集落の概要・ヨンドンクッ報   

告・離抒シンパンと村の人々からの   

開き番き）  

2．北村里（集落の概要・ヨンドンクッ報   

告・海女会長と海女からの聞き昏き）  

3．健入洞（チルモリ）（集落の概要・ヨン   

ドンクッ報告・姦充韻シンパン・民話   

専修助教キム・ヒョンヒイ氏からの聞  

き番き）  

4．古城里（集落の概要・ヨンドンクッ報   

告・柑の人々からの聞き番き）  

5．牛島（集落の概要・村の人々・海甘麟  
シンパンからの開き昏き）  

6．翰株里（集落の概要・済州民俗博物館   

長春盛儀氏、宴崇箋シンパン、海女会   

長、老人会長・かつてのヨンドン堂の   

近所の人々からの開き沓き）  

2008年、2回の済州島調査を行った。最初  

の調査は2008年3月19EI～24日の間に行い、  

羊邁基、詑事描、砺ズ摘（テルモリ）、吉城  

畠の4地域のヨンドンクツを見学した。帰  

国後、済州島のヨンドンクッの研究会を続  

けるとともに、追加調査として同年8月20日  

、25日の間に再び清州島を訪れた。2回目  

の調査では、上述の4地域と、皐鳥、離鎚、  

手鼻壷、軸毯、好薩毯、済州民俗博物館  

（三陽洞）などを訪れ、村の人々、シンパン、  

海女会長、老人会長、博物館長などにお金  

いして聞き取り調査を行った。   

本稿は、第1回目の調査で見学した4地  

域のヨンドンクッの概要の報告と、第2回  

目の調査で行ったヨンドンクッに関する聞  

き取り調査の報告である。なお、この2回  

にわたる調査ではヨンドンクッ以外にもさ  

まざまな調査を行ったが、他の調査につい  

ては割愛する。  

●まとめとして  

一 冒次 －  

●はじめに  

清川島の概要、ヨンドンクッとは、ヨンド  

はじめに  

済州島の概要   

南柏島は、大韓民国の済州特別自治道に  
属する島であり、人口は約55万人、面樽は  

1，845平方キロメートルである。朝鮮半島の  

南に位置する火山島で、暖かい相馬暖流の  

影響で年中温暖な海洋性気候に恵まれてい  

る。しかし、冬になると北西季節風の影響  
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や島の中央に謹雀山がそびえる地形的要因  

により、非常に風が強い。また、台風の通  

過ルートにもなっている。   

かつて、済州島は耽羅国という独立国で  

あり、4世紀頃には百済に朝貢していた。新  

羅の朝鮮半島統一後は、主に新羅に朝貢す  

るようになった。しかし、12世紀の高麗時  

代に耽羅州として直轄領として組み込まれ、  

1214年から済州と呼ばれるようになった。   

昔から済州島は“三多鳥”といわれてい  

る。石と風と女が多い島という意味である。  

“石多”は漠寧山の噴火により洗出した火山  

岩が島の多くを覆っていることに由来する。  

済州島の人々は土地を覆う石を片付けて畑  

を整備し、漁港を作り、防護所の塀を築き  

上げ、島を開拓してきた。“風多”は前述し  

たように風の強いことに由来し、そのため  

家や畑は石垣に囲まれ、低い屋根は茅縄で  

縛り付けられていた。“女多”は、漁労によ  

る男性の死亡率が高かったことに由来する。  

清川島の女性は畑を排し、海の幸を獲るな  

ど、働き者で生活力があるといわれる。  

ヨンドン神は海産物のタネを蒔いていって  

くれるありがたい神であり、ヨンドンクッ  

では、龍王とヨンドン袖に今年の豊漁を祈  

願し、海で亡くなった人々の冥福を祈る。）  

済州島では巫俗は硯在でも人々の生活に機  

能していて、ヨンドンクッの進行はシンパ  

ン（済州島の巫堂）が行う。  

ヨンドンクッと海女   

クッの主催者は海女、船主である。清川  

島では海女はチャムスと呼ばれ、チャムス  

会という海女の会を組織して仕事をしてい  

る。アワビ、サザエなどの海産物が日本な  

どに輸出されるようになると、海女の収入  

が上がった。また日本に出稼ぎに行く海女  

も現れた。その頃は娘が3人いるとすぐ金  

持ちになるといわれ、海女の収入で財産を  

築くことができたという。しかし現在では  

海女の数は少なくなり、海女の高齢化も目  

立つ。   

海女の仕事は季節・気候と密着している。  

海を生薬の場とする海女にとって風の神で  

あるヨンドン神は身近な存在である。また、  

海女にとって海の仕事は命がけであり、海  

女は海を管理する龍王神も大事にする。そ  

のため、ヨンドンクッはヨンドン神の祭り  

であると共に龍王に対する祭りでもあり、  

また海で亡くなった家族連の慰霊も行われ  

る。  

ヨンドンクッとは  

16世紀前半に完成された『新増東国輿地  

勝覧j38巻「済州牧風俗条」には、済州島  

で二月朔日に迎神祭（ヨンドン祭）が行わ  

れていたという記録がある。今でも済州島  

の沿岸部では、毎年訪れる風の神・ヨンド  

ン神に村する祭りが行われている。ヨンド  

ン神は旧暦2月1日に牛島に入り、済州島  

全域を周り帰っていくと信じられている。  

人々は旧暦2月1日にヨンドン神を迎え、  

旧暦2月14日に送る。この送りのときにヨ  

ンドンクッを盛大に行う。海女連にとって  
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州島の綾鮭  

車世塵輿  
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ハ ド リ  

1．下道里  2）主催者の名前の読み上げをしながら、  

シンパンは色紙を切って切紙を作る。  

となりに座る女性が切った紙を受け取  

りシンパンの前に並べる。  

3）ビニール袋に入った米と名前を番いた   

紙を見て、シンパンは個人の米占いを  

する。  

4）シンパンは中央で長い唱えごとをする。  

5）シンパンは切紙を焼き、海に向かって   

泣きながら唱えごとをする。  

6）シンパンは鶏の頭を叩いて地面にほう  

りなげる。  

7）海女たちは供物を細かく砕き紙に包み  

海になげる供物を作る。  

8）海女たちは供物を近くの海岸に流しに   

行く。  

9）海女たちは石垣の中で持ち寄った食べ   

物を食べて、解散する。   

（1）集落の概要   

旧左邑に属する。約1千年前に、高氏、  

夫氏が移住定着した地といわれている。李  

朝中宗十年（1510）に要塞地に定められた。  

牛島に近いため、外国船がしばしば停泊す  

るようになると、防護所も金寧からこの地  

に移された。   

海岸沿いの半農半漁の村であり、7つの  

部落からなる。旧友邑の近海は寒流と暖流  

とが交わるところであり、各種の魚類、貝  

類、貝藻類が繁殖するのに適している。集  

落の入り口には石垣に囲まれた畑が広がり、  

湧き水による井戸がある。集落の中には石  

垣に囲まれた段々畑がある。畑では、麦類、  

イモ、大豆などが生産されるが、水田はみ  

られない。集落の奥の高台に本郷堂があり、  

高台周辺には亡くなった人々の記念碑が並  

ぶ。集落の片側には観光客用のペンション  

が建ち、観光化にも力をいれているのがわ  

かる。  

畑には菜の花が満開で、風の強い寒い日  

に行われた。この集落では、他のヨンドン  

クッで行われたような、餅投げ、龍王道つ  

くり、ソウゼェソリを歌う、種蒔き、種占  

い、船送りなどの儀礼はなかった。また、  

会場が野外の石垣の中なので、神名表や主  

催者の名前を書いた表の張り出しもなかっ  

た。儀式が終わった後、海女たちは見学者  

や報道関係の人を自分たちの座っていると  

ころに招いて持ち寄った食事をご馳走して  

いた。  

（2）ヨンドンクッ報告  

日時：2008年3月20日 朝からお昼過ぎまで  

場所：海岸近くの石囲いのカクシダンの中  

で行われた。カクシダンには嫁の意  

味がある。カクシダンの前方に海女  

が作業中に使用する新旧ふたつの小  

屋（更衣室）が見える。  

シンパン：下道里のシンパンの高福子氏、  

一人である。  

≪ヨンドンクッのおおまかな流れ》  

1）シンパンは石垣の中央に座り、海女た  

ちは左右に集まって座る。  
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下道里の景観とヨンドンクッ  

夏：石垣に囲まれた段々畑  春：火山と石垣の中の菜の花  

カクシダンで行われたヨンドンクツ  運勢占いをするシンパン  

海に供物を投げる海女たち  

厄払いの鶏を持つ   
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＊太線は石垣の囲い  

（3）聞取り調査  

①カクシダンの前の畑の夫婦  

・時間：2008年8月20日、午前中約1時間く   

らい。  

・場所：下道里のカケシダンの前の畑  

・話者：夫は鄭さん（75歳：1933年生）  

奥さんは高さん r74歳：1934年生j  

・調査状況：畑仕事をしていた邸きんは、  

私たちが挨拶をして日本人だとわかると、  

「大日本帝国、国民学校、国民学校で君が  

代を習った。5年生に日本から解放」と   

日本語で喋り、作業の時間を割いて夫婦  

で私たちの質問に答えてくれたこ ただし  

質疑応答は韓国語である。  

≪内容》  

・畑は今何を作ってるの？  緑豆畑で話をしてくれる鄭さん  
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米以外なんでも作るよ、タマネギとか 

これは線豆。  

・下道里では海の仕事と畑でどちらが収入   

が多いですか。   

農作業は－－・年中やるもんで、海は合わせ  

て1ケ月しかやらないけど、海の方が収入  

が多い。（海女さんは今少ないですか）今は  

少ないけど、みんな海の仕事はできる、習  

ってるから。若い人もアルバイトとして海  

の仕事をやる人がいる。収樺畳は200kgの海  

産物が寝れる。今、うちの奥さんは畑仕事  

をやってるけどずっと海の仕事もやってい  

た。俺は若いときは勤めていたr）嫁とか娘  

は特に海の仕事をやってないけど、たまに  

週末とか休みには海の仕事をやる。  

・噂だと済州島の男性は楽な生活ができる   

とか。   

そんな噂もあるけど、「人はソウルに行か  

せて、馬は清川島に行かせる」という言伝  

えもある。今はソウルの人が済州島へ釆て  

仕事をしていて、済州島の土地の半分位は  

ソウルの人が持っている。  

・カクシダンはいつできました。   

昔からカクシダンというけど位牌もない  

し何もない。昔、クッが上手なシンパンが  

いて、あそこでクッをやった。カタシダン  

ができたのは、大昔、自分の生まれる前。  

・この石垣（畑の石垣）はいつごろ作られ   

ましたか。   

済州島ができてから作りはじめた。中国  

から、男性100人、女性100人が流されて凍寒  

山へ釆た。100人が日本に行ったが、高、夫、  

良という男性3人が、女性を見つけて済州  

島へと戻ってきて、結婚して清州島の人の  

祖．先になった 

・他に堂はないの。   

あるよ、下道里の本郷堂は今もある1っ そ  

こでクッをやってる。年何回か必要とする  

人がいればやる。だいたい正月とか収棲の  

時期。（これから何か祭りはありますか）こ  

れからは10月12日に堂祭（タンジェ）をやる。  

それ以外は全部終ってる。正月は15日にや  

りたい人がご飯と餅を持っていって、「私た  

ちを守ってください」とお祈りをする。シ  

ンパンは呼ばない。本郷登にもカタシダン  

にも行くが、轍近あまりやらないな。（いつ  

からやらなくなりましたか）だいぶ前から  

だな。（迷信打破運動の頃、朴大統領の時期  

ですか）その頃からやらなくなって、全斗  

健太統領の時にやめた。その頃からそうい  

うことに神経を使わなくなった。  

・ヨンドンクッはいつからまた始めました   

か。   

自主的にやめたけど、国から指定されて  

やることになった「，閏は子孫に見せるため  

の教育だと考えている。本当のヨンドンク  

ツはもうこの村にはない。みせるだけのも  

のだ。（今のヨンドンクッは昔とどう違いま  

すか）別に変わったことはないけど、参加  

する人の数が少なくなった。だから人数が  

違ったことによって、クッの長さが変わっ  

ただけ。音盤んだった時はやった。7つ部落  

が集まって盛大にヨンドンクッをやってい  

た。それからは分かれて部落ごとの堂でや  

った。（7つの部落がヨンドングッをやった  

のですか）ヨンドンクッはやらなかったけ  

ど、2月13日に龍王マジをやった。（その日  

はヨンドン送別祭じゃないですか）ここで  

1村の守護神を本郷神といい、この神を祀った  

ところが本郷堂である。   
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ヨンドンのみちならし（キルCHEUM）をする  

とSHINCHUNKUMORIに行って牛島まで行  

く。牛島は14日にやる。（下道里ではヨンド  

ン神の迎えの会はやりましたか）別にやら  

ない。  

・下道里の7部落は龍王マジをするんです   

か。   

7部落はいっぺんにできるわけではない  

から、10日から13日の前に全部終って、そし  

て13日はカクシダンをやる。  

・下道里のシンパンは家族もシンパンでし   

たか。   

お母さんもシンパンだった。（シンパンの  

占いは当たってますか）半分位。（そのシン  

パンは一人でまわりますか）一人じゃ無理  

だからソワピョンジュにいるシンパンを呼  

ぶ。  

・厄払いは何をしましたか。エンマギです   

か。   

ああ、エンマギ？それは鶏の首を切って、  

土に埋めて身体は持ってって食べる。（鶏を  

どうやって切りますか）刃物で頭を。）頭だ  

けを埋めると全体を埋めたと同じだから。  

・昔、ペパンソン（藁船送り、舟送り）を   

やりましたか。   

昔はペパンソンもやって、菜の種蒔きを  

して、海に投げた。豚の頭を少し切って、  

船に乗せて流した。昔はこっちの下道里カ  

クシダンが一 番大きい堂だから盛大にやっ  

たけど、今は自分の部落で簡単にやる。種  

蒔きはシンパンがやったよ。昔は莱がたく  

さんあって2升位撒いたけど、今はやってい  

ない。船が出るとき全部やった、ソウゼッ  

ソリもやった。（龍王道作りはやりましたか）  

昔は龍王ダリをやったけど、今はやらない。  

・テルモリダンは見たことありますか。   

チルモリダン！！！何をしに行きますか。私  

たちはここでやってるのに何でチルモリダ  

ンを見に行くの。昔はチルモリダンが一 番  

規模が大きくて、2番目は下道里でした。  

・ヨンドンクッはいくらぐらいかかります   

か。   

規模を大きくすると1千万ウォンかかる。1  

ニこは費用はそんなにかからなかった。1  

世帯ごとに1万ウォンか2万ウォンぐらい  

を出Lて、また参加したとき最低1万ウォ  

ンを持ってきた。それがシンパンのお金に  

なる。それから占いをするとき気持で1万  

ウォンぐらい出す。  

■シンパンは全部でどれぐらい持って帰り   

ますか？   

約百万ウォンぐらい。（√漁村会はお金を出  

しますか）差し入れぐらい⊂  

・男の人はヨンドンクッの時に何をしてる   

の。   

手伝いの運び屋さん。  

・この村でヨンドングッに反対する人いま   

すか。  奥さんの高さん  
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14歳の時から母についてクッに参加した。21  

歳の時結婚してクッをやめて、普通の主婦  

になった。）しかL31歳の時離婚してシンパ  

ンの道に入った。そ－の暗から下道里の本郷  

堂を担当することになった。（シンクッをや  

りましたか）33歳の時にやった2。7人のシ  

ンパンが15日間かけてやってくれた。（シン  

クッは費用がかかったでしょう）費用はボ  

ランチアでやってくれた。  

・ヨンドンクッの迎えの儀礼について。   

昔はヨンドンハルパンは正月の15日に済  

州島に来るといった。デジョンミョン、コ  

モンジリ、昔はウコモンジルといって、ソ  

ッチョンに行くが、済州島を回って、正月  

の末日に済州市に釆て、1日になったらヨ  

ンドンクッをやる。アンテッククツをやる  

ときは、その家の祖先とヨンドン神のため  

の二つのものを上げる。済州市では昔2月  

1日にヨンドン迎えクッを石垣でやった。  

2月の14日にはヨンドン送別祭をやった。  

（正月15日に来て、14日に帰るってことです  

か）昔、正月15日からヨンドン神がくるこ  

とば聞いたけど、みんなはそれを知らない。  

迎えのクッほその時にやらないで、2月1  

日に済州市でやった。他の柑は12日、13日に  

やる。（それは送別祭ではないですか）歓迎  

祭と送別祭を一緒にやった。済州市だけが  

違う。13日に歓迎祭も送別祭も龍三祭もや  

る。（高シンパンのお母さんは1月15日にや  

りましたか）いいえ、やらなかった。でも  

2月13日にチャムスクッをやった。昔はチ  

ャムスクッを各村でやっていたが、ある時  

期、3部落で一緒にやることになった。昔  

は海女が多かったので、他のシンパンを招  

いて、3、4日間もやった。ヨンドン神が  

いません。（お寺にもいきますか）行く  

（お寺では反対されないんですか）。別に。  

（この辺のお寺は）この辺のお寺はブインサ、  

ヨングンサ（龍宮寺）。  

（卦下道里のシンパン・高福子氏  

・日時：2008年8月20日、午前11時頃から   

約1時間  

・場所：高シンパンの家  

・話者の概要：62歳丁亥生。母親も下道里   

のシンパンだった。  

・特記事項：ヨンドンクッの時の写寅をプ   

レゼントした。インタビューの後で、下   

道里の本郷堂を案内していただいた。  

《内容》  

・どのようにしてシンパンになりましたか。   

母親がシンパンだった。10歳の時に母が  

ソルセ（打楽器）を私にやらせてみたら上  

手にできた。それを見た母は「やっぱりお  

前はシンパンになるんだろう」と言った。  

高シンパンの家での調査  

2シンパンとして認められるための儀礼であり、  

数日の問先輩シンパンを招いて清川島の巫儀  

をすべて演じてもらう。  
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島を出る前にチャムスクッまたは龍王クッ  

をやった。  

・チャムスクッについて   

昔は正月1日から清川市の海女がチャム  

スクッをやった。昔は漁師と海女の数が多  

かったから、2月13日にチャムスクッを年  

1回やった。タンクッは、正月12日、2月12  

日、7月14日、10月12日と1年に4回やった。  

ナンド里（卯島）にはハルミ堂があった。  

（この部分は通訳を担当した金寮順による  

と、特に聞取りにくかったという）。  

・龍王クッはやりますか。   

龍王クツは海辺の更衣室でやる。天気が  

よかったら外で、悪かったら更衣室でやっ  

た。  

・ヨンドンクッでは鶏を海に流しましたか。   

地面に叩きつけて持って帰った。悪いこ  

とがある時は穴を掘って埋めます。厄払い  

をして下道里の7つの部落に災いがないよ  

うにする。  

・龍王道を作ることによって、ヨンドン神   

と龍王が一緒に来るのですか。   

そうです。晋はヨンドン様と龍王神が一  

緒にくる。  

・ヨンドンクッをやっている村は。   

金寧は3月18日にヨンドンクツをやる。  

北村里は13日にやる。村ごとに堂があって  

ヨンドンクッをやるのが一般的です。（では  

なぜチルモリダンのヨンドンクッに参加す  

るのですか）。国指定ですから。  

・迷信打破運動によって変化がありました   

か。   

迷信打破運動によってクッが中断された  

が、安シンパンがクッを復活させた。文化  

財になることになって、「学生」連を教えた  

ので、私たちも集まることになった。背か  

らテルモリダンは男性シンパンが継いでい  

て、金允抹氏がテルモリダンのシンパンに  

なった。それで専門の専修生になった。テ  

ルモリダンは毎月28日に集まる。  

・経占いについて   

自分たちが種占いをすると、漁師たちは  

それを参考にして判断する。本当に神がい  

るかどうか、当たるかどうかは保証できな  

い。  

・山のほうでヨンドンクツをやっています   

か。やっていましたか。   

やらない。  

・ヨンドン神を呼ぶときは必ずポンプリを   

やりますか。   

ヨンドンポンプIjはない。  

・韓国の内陸部でクッをしますか。   

私たちは内陸でクッをしていない。  

（このあと高シンパンの庫房に祀られた巫具  

を拝見した）  

高シンパンの庫房に祀られた巫具   
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プクチョノニ  

2．北村里  できなかった）二、  

2）シンパンは何度も供物の大きな餅を高  

く投げる。  

3）シンパンは神刀で居並ぶ海女の体の厄   

払いをする。  

4）龍王とヨンドン神が来る龍王道を作る。   

一枚の布を道に見立てまわりを何本も   

の笹竹で囲い、笹竹の先を結び、切っ   

た色紙を飾る。シン・パンは道に散乱す   

る海草を掃除し、海女たちは道に置か   

れた石を運び出し道ならしをする。親   

王通ができたら龍王門が開いたかどう   

かシンパンが占い、開いたら→一本の笹   

竹の結び目を解く。占いのたびに海女  

はシンパンにインジョン（人情、ここ  

ろざし、お金）を渡し、全部の笹竹の   

結び目を解く。  

5）アワビ、サザエの穫に見立てた大豆を  

シンパンが蒔いて収穫のある場所を占  

う。  

6）村の厄払いと各人の運勢占いをする。   

各自、持参した食べ物を細かく砕き紙  

に包み海に投げる供物を作る。  

7）種播き役の海女を取り囲むようにして、  

海女たちは楽Lそうにソウゼェソリを  

踊る。  

8）種播き役の海女を先頭に海女たちは踊  

りながら海岸に出て行く。海岸で穫播  

き役の海女は周閣のものから（漁村会  

の会長、報道陣、観光客など）インジ  

ョンを貰い海岸に種を播く。  

9）海女や漁村会の会長が船に乗って、供   

物と供物を載せた発泡スチロールの船  

を海になげいれる。他の海女たちは故  

に包んだ供物を海岸から海に流す。  

（1）集落の概要   

朝天邑に属する。山が海岸に迫っている  

坂のある大きな港町である。漁業が盛んな  

町で、海女も多いが、漁師は夜はイカ釣り、  

畳は雑魚を釣る。イカは値段がいいという。 

コンクリで固められた港には船が何膿も泊  

まっている。漁業会館の近くの海岸に水の  

湧く井戸があり、昔はこの集落の主要な水  

源であったと考えられる。この集落の本郷  

堂は海岸近くの高台にある。本郷堂より海  

よりの方に、昔、見張り台に便周された石  

積みの塔が残っている。  

（2）ヨンドンクツ報告  

日時：2008年3月20日 朝から夕方まで（見  

学は午後からした）  

場所：北村里の漁業組合の建物の中で行わ  

れた。  

シンパン：チルモリダンに所属するシンパ  

ンとソミ（男性1名・女性2名）に  

よって行われた。そのためか、ヨン  

ドンクッの主な流れはチルモリダン  

と同じである。  

《ヨンドンクッのおおまかな流れ》   

漁業会場の建物には竹竿が括り付けられ、  

オバンカッキ（五万各旗）が翻る。室内の  

正面祭壇には、色鮮やかな切り紙が飾られ、  

招碑される神名を列記した紙、主催者とな  

る海女と船主の名前と年齢を書いたヨルミ  

ョンチ（列名紙）が張られ、果物などの供  

物が並べられる。  

1）クッを行う理由を述べ、1万8千の  

神々を招待し座らせる（午前中で拝見  
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北村里の景観とヨンドンクッ  

北村里の漁港  海岸にある井戸（水が湧き出ている）  

キメ（奥）とシンパンと竜王道（手前）  クッの最後にソウゼェソリを踊る海女たち  

船に乗って供物と発泡スチロールの船を流す  

海岸で種蒔きをしながら踊る海女  
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＊漁業組合の建物の中で行われた。二階に部屋があり、食事ができるようになっている。  

時は雨の日が多かった。雨が降るか風が強  

く吹いた。今の農協のところに小さな建物  

3）聞取り調査  

・北村豊海女会長：ムン・ヨンウオル氏  

・日時：2008年8月22日、午後  

・調査地：ムン・ヨンウオル氏宅  

・話者：1954年生まれ  

≪内容》  

・昔はヨンドンクッをどこでやりましたか。   

昔から盛大にやっていたが、一一時期、5  

年ほど簡単にやった時期もあった。前は海  

女の更衣室の前の広場にテントを掛けてや  

った。不思議なことにヨンドンクッをやる  海女会長ムン・ヨンウオル氏（中央）   
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現在、海女の数は150人位。最高年齢は糾  

歳、最年少は35歳。漁師は20人くらい。船は  

10隻。昔は女が10歳位になると母親と一緒に  

海で潜ることを習った。私は13歳から潜っ  

た。ヨンドンクツの主催者は海女だが、そ  

の基本費用はチャムス会のお金でやる。約  

150万ウォン。海に潜る日は月2回、旧暦7  

日から15日と22日から30日。ただし新暦8月  

の1ケ月間は産卵期であり潜ることは禁止  

されている。  

・チャムス会に入る資格は。安全のためで   

すか、管理のためですか。   

北村里の住民のみで入会金はなく、入会  

すると身分証明蕃が発行される。  

・北村里の海女はみんなチャムス会に入っ   

ていますか。   

強制的に入る。  

・ここの海女の数は何人ですか。アルバイ   

トの海女はいますか。  

150人くらい。アルバイトはいない。  

・ヨンドンクッではお膳がたくさん並んで   

いたが何人くらいの海女が参加したので   

すか。   

200人くらい参加したこともあったが、今  

は20、30人位の参加者。  

・ペパンソンについて。   

北村里は昔から一隻の船を海に流す。昔  

は小さい旗を船に刺すためトクソで作った  

が、今は発泡スチロールで作る。  

・シンパンの種占いは当たりますか。   

約8割当たる。（種はなんですか）大豆で  

す。  

・海女の種播きはどうやったのですか。   

潅から遠くに播いた方がよくとれたので  

それ以降そうするようにした。  

があったので、雨が降るとその建物の中で  

やった。漁村会館の建物ができてからはそ  

こでやるようになった。北村里は本郷堂が  

あるがタンメンシンパンがいなので、清川  

市にシンパンを依頼しヨンドンクッをやっ  

てきた。本郷堂の祭りは年2回で、1月13  

日の新年祭と10月18日の収棲感謝祭。   

ヨンドンクッの費用は150万ウォンかかる。  

シンパンは3日前から準備を始め、キメは  

当日の朝持ってきて飾る。当日、シンパン  

はインジョンを50万ウォンくらい貰う。海  

女の種の籠に貰ったインジョンほチャムス  

会の収入にする。  

・クッのお膳立て（供物）はどうしますか？   

クッのお膳立ては各家ごとにする。ただ  

し4等親以内の親戚に不幸があった場合は、  

昔は3年間は参加できなかった。現在は2  

年間。ただしクッを見ることはできるが、  

チョガムゼ（神招き）の時は参加できない。  

海女の会長の任期は2年で、私は現在2年  

目になる。  

・ヨンドンクッの費用の出し方はどのよう   

にするのですか。   

ヨンドンクッの主催者は海女。チャムス  

会の会員1名が200万ウォンを出して、全員  

の海女が獲った海産物をすべて買い上げて  

市場に売り渡す。その利益をチャムス会に  

入れ、元の200万ウォンを出した会員に返す。  

そのお金はどんどん貯まるが、リスクも負  

担する。その中からヨンドンクツの費用150  

万ウォンを出す。そのお金は1週間の作業  

日の前に払う。  

・海女が参加する他のクッはありますか。   

ありません。  

・海女の仕事について。  
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・種播きの時の海女2人が腕と足に布を巻い   

ているのはどうしてですか？   

昔からこのような形でやってきた。作業  

する姿を現している。  

・チアレムについて。   

供えた供物を紙に包み海に流す。その数  

はヨンドン大王、龍王、海で死んだ人、そ  

の人の死んだ家族の分を包む。供物は家に  

持って帰らないで全て海に投げ込む。  

・海女の仕事は大変だと思いますが、最近、   

海で亡くなった方はいますか。   

いない。  

・厄払いについて。   

厄払いは最後に行う。鶏の首を切って殺  

し、地面に投げつけて、最後にはシンパン  

が持って帰る。その鶏は村全員の厄払いの  

ためにする。  

・ソウゼェソリで歌う歌は決まっているの   

ですか。   

決まっている。ソウゼェソリは同じ歌を  

繰り返し、シンパンが歌って、相の手（お  

はやし）を海女が入れる。  

・この村のソウジュソリと他の村のソウゼ   

ェソリは同じですか。   

よそは行ったことがないからわからない。  

・海女の寄り合いみたいのはヨンドンクッ   

以外にもあるんですか。   

母の日に集まって、民謡ではなくて演歌  

を歌ったりする。（そのときシンパンは来ま  

すか）。海女のみでシンパンは釆ない。  

・ヨンドンクッのとき男の人たちは何をし   

ていますか。   

見ることは見るがあんまり関わらない。  

反対もLない。  

・ヨンドンクッの正式な名前はなんですか。  

ヨンドンクッと呼んでいる。  

②北村里の海岸の3人の海女  

・時間：2008年8月22日、夕方  

・調査地：北村里の海岸に休憩所（ベンチ）   

があり、2人の海女はそこに座って密漁者   

の見張り役の当番をしていた。最初は2人   

だったが、ヨンドンクッのときの写真を   

さしあげたら、写真に写っているもう一   

人の海女を携帯電話で呼んでくれた。  

・調査状況：私たちのヨンドンクッの写真   

を見ながらソウゼェソリをはじめ民謡や   

子守歌を歌ってくれるなど楽しい雰囲気   

で行われた。  

・話者：李玉女（70歳：11歳から海女になっ   

た）季スンイン（72歳） 林徳子（77歳）  

《内容》  

・何年くらい海女の仕事をしてますか。  

60年くらい。  

・よそに行って海女の仕事をやったことは   

ありますか。   

ない。  

・農業と潜るのではどちらが大変ですか。  

農業。（潜るのは大変じゃないですか？）  

質問に答えてくれた3人の海女の方々   
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った（李スンイン：72歳）。  潜るのはつらいけど昔からやっていること  

だから。畑の仕事は、草取りしたり、肥料  

やったりで、その日一日では終わらない。  

■今のヨンドンクッは昔と変わりましたか。   

昔からヨンドンクツかチャムスクツをや  

っていたが、4．3事件以降は5年はど生活  

が苦しくて簡素化した。再び盛大にやって  

いる。15年位前から報道関係が来るように  

なった。  

・前はヨンドンクッをここでやったんじゃ   

ないですか。   

ここでテントを張ってやった。ここは昔  

時砂浜だった。  

・（事前に見える島について）ヨンドンク   

ッのとき、あの島を一周して船を流しま   

したね。あの島の名前はなんですか。   

島の名前はタレドといい、ペパンソンで  

ほ島の向こう側やここの海岸から牛島の方  

向に船を流す。  

・昔はヨンドンクッの種蒔きで海に入りま   

したか。   

入らなかった。  

・ヨンドンクッのソウゼェソリのときすご   

くいい顔をしていましたね3。楽しかった   

のですか。   

とても楽しかった。  

・海女の服装はいつごろから変わりました   

か。   

ゴムの服が43歳のとき、ゴムの足は44歳の  

時から、その前はゾクサム（普段着）で潜  

3クッのソウゼェソリは、シンパンが即興的な  

歌詞で歌い、参加者たちが決まった歌詞を繰  

り返す形式で歌われる。歌の内容はクツを行  

うことによって、神が喜び、シンパンも喜び、  

そして皆も喜ぶという内容である。   
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3．健入洞（テルモt」）  も愉快に踊りだす。  

3）餅の投げ合い、地蔵ポンプリの詠唱。  

4）龍王とヨンドン神が来る道（龍王道）   

を掃除し、ならして迎える儀礼。  

5）アワビ、サザエの種に見立てた釆を蒔   

いて収種のある場所を占う。  

6）村の厄払いと各人の運勢占い。  

7）ヨンガム神（トッケビ）が登場して、   

供物を載せた英舟を持ちソウジュソリ  

を踊る。  

8）全ての神を見送る儀礼。）  

9）港から船に乗って、供物と供物を赦せ   

た藁舟を海上に送る。   

（1）集落の概要   

健入洞は済州市に属L、漁発と商業の町  

である。海には大きな船が泊まり、海岸付  

近には海鮮レストランが並び国際観光地の  

様相を呈する。健入洞の本郷堂のあるとこ  

ろがチルモリと呼ばれていた。テルモリの  

地名は龍の頭のような石が7つあったこと  

に由来するという。以前、ヨンドンクッは  

海岸近くで行われていたが、硯在では丘の  

サラボン公園内で行われる∴  

（2）ヨンドンクッ報告  

日時：2008年3月21日、朝から夕方まで  

場所：サラボン公園内のチルモリグン  

シンパン：金允味氏をはじめとしたチルモ  

リ保存会に属するシンパンとソミ。  

≪ヨンドンクッのおおまかな流れ》   

健入洞のチルモリダンのヨンドンクッは  

1980年、国家指定重要無形文化財第71号とし  

て指定された。祭り当日は会場に大きな竹  

竿が立てられ、竹竿には神々がやってくる  

際の日印となる旗・オバンカッキ（五万各  

旗）が翻る。正面には屏風が並べられ祭壇  

が作られる。正面祭壇には、色鮮やかな切  

り紙が飾られ、招碑される神名を列記した  

紙、主催者となる海女と船主の名前と年齢  

を書いたヨルミョンチと寄付者名が張られ  

る。  

1）クッをやる理由を述べ、1万8千の  

神々を招待し座らせる儀礼。  

2）様々な神々をもてなした後に本郷神を  

迎え入れる。本郷神が着座すると、ソ  

ウジェソリの歌に合わせて小巫も海女  

2004年からヨンドンクッ（ヨンドン神迎え  

クッ）はチャムス会と水産寮協同組合の共  

同で行なわれることとなった。それ以前は、  

水産菓協同組合は豊漁祭を主催していた。  

共同で行うようになってから、鵜を殺すこ  

とをやめ、かわりに海女と船に関わるトッ  

ケビの現われるヨンガムノリが行なわれる  

ようになったという。   

ヨンドンクッの正面祭壇となる場所には、  

3つの石が並んでいる。ヨンドン大王と龍  

王神（海神船王・霞登大王 神位と番いて  

ある）、中央がチルモリダンの本郷神とその  

夫人、束がナムタンハルパン、ナムタンハ  

ルマンである。  
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テルモリダンのヨンドンクッ  

シンパンの歌に泣く海女たち  ソウゼェソリの歌に合わせて踊る  

ヨンガム神（トッケビ）登場  

本郷神を迎え入れる金シンパン  

海神船王・霊登（ヨンドン）大王 神位の碑  流された藁船   

一178－   



チルモリダンのヨンドンクッ会場概念図（サラボン公園内）  

＊ゴザBではシンパンが本郷神招きなどを行う。  

（3）聞取り調査  

①金允株シンパン  

保存会館ヨンドンクッ保存会事務  

所  

・日時：2008年8月㍊日 午前10時半ころよ  ・話者：芸能保有者。世襲4代目であり、  

り約1時間  1945年生まれ。  

・場所：済州市サラボン公園内無形文化財  ≪内容≫  
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青からやっていた。  

・ヨンドン神を迎えるのになぜ本郷神を迎   

えるのですか   

本郷神とヨンドン神が和解しなければい  

けないから。  

・ソクサルリムのあと、ソウゼェソリが感   

動的でしたが、たくさんの参加者が一緒   

に踊るやり方は必ずクッの申でやるんで   

すか。   

そのつどです。  

・ソウゼェソリをやるときの歌（歌詞）は   

決まったものですか、それとも変わるの   

ですか。   

そのつど少し変わる。  

・途中からリズムが早くなりましたが、場   

面を区切ってやっているのですか。   

盛り上がるから。  

・やり方はテルモリのソウゼェソリなんで   

すか。   

本当はそれをやるべきだが、シンパンの  

能力によってやったりやらなかったりする。  

・ヤクパライとして鶏を殺すこと（エンマ   

ギ）について。   

大著はやらなかったが、やったことはあ  

る。しかし殺すことはよくないのでやめた。  

・ヨンドンクッは豊鏡を願うのに、なぜ最   

後にヤクバライをするのですか。   

一年間、無事にすごすためにこれをやる。  

・クッの雰囲気で衣装を変えていましたね。   

最後は普段着でしたが、その意味はあり   

ますか。   

意味はない。体をらくにするため。  

・ナカシリ（餅投げ）のとき、後ろに餅を   

投げているのは神様を喜ばせているので   

すか、それとも占いなのですか？  

・以前は海岸でやっていたようですが、そ   

こが堂だったのですか。   

テルモリグン（堂）でした。  

・現在の公園内の石は古いものを移動した   

のですか。それとも新しいものですか。   

あの石は新しく作った石です。  

・石にはヨンドン神の名前もありますが、   

ヨンドン神もテルモリダンの神様の一人   

なんですか。   

そうです。  

・堂神ならいつもそこにいるわけでしょ。   

ヨンドン神はなぜ行ったりきたりするの   

ですか。   

ヨンドン神はずっとここにいるわけでは  

ない。1年1回やるから、毎年審くのは大  

変なので石に名前が番いてある。  

・ヨンドン神の迎えの儀礼はやらないので   

すか。   

漁業組合の事務所でやる。  

・ヨンドン神は送られたときどこに帰るの   

ですか。   

カンナムチュンジュ国  

・ペパンソンの船はどちらの方向に流すの   

ですか。   

牛島方向に行かせる。  

・タンクッの時、1万8千の神を呼ぶが、   

そのときヨンドン神は呼ばないのですか。   

呼ばない。2月の時期だけは一般的な家  

庭のクッでもヨンドン神を呼ぶが、その時  

期以外には呼ばない。  

■済州島の神様の中でヨンドン神のような   

神は他にいないのですか。   

ヨンドン神だけ。  

・苦からヨンドンクッには本郷神迎えが入   

っていたのですか。  
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神様が喜んでいるのかどうかを落ちた形  

でIl寺つ 

・餅を落とした意味はあるんですか。   

ない 

・ヨンドンクッは迷信打破運動の前と後で   

どう変わりましたか。   

大体同じです「  

・国指定によってヨンドンクッはどう変わ   

りましたか。   

迷信打破運動の時代は公にできなかった  

が、閲指走になってからは自由にできるよ  

うになったのが大きな違いし1  

・国指定によって観光化されているところ  

もあるのでは。   

そういう目的ではないので、結果的にそ  

ういうところはない。（国指宝によってプレ  

ッシャー はないのですか）。晋の伝統をやり  

なさいという指導。1  

一済州島のシンパンは何名ですか。そのう   

ち先生の敢えている人は何割ですか。   

約150人くらい。－（シンパンになるには資格  

認定があるんですか、会員になる資格は）。〕  

習いたいとやってきても、人物を見て判断  

する 

・それまでのクッのやり方とヨンガムノリ  

は違うような気がしましたが。   

ヨンドン神にヨンガム（トッケビ）が付  

いてくるから、ヨシガtムノリがあるし）  

・それはいつからですか。   

静からある－、約20年前からトッケビが出  

てきた。  

・なぜトッケビがペパンソン（藁船送り）   

のとき藁舟をもっていくのですか。   

トッナビが船を持っていくことによって  

一緒に出て行きなさいという意味。  

・あれはトッケビのお土産でヨンドン神の   

お土産ではないのですか。   

トッナビであれ、ヨンドン神であれ、あ  

れはお土産．ニ．  

・北村里では船は1娘だけだったがここは  

なぜ多いのですか。   

本当は1恨だが、チャムス会の船が沢山  

あるので個別にやってほしいという要望が  

ある、。  

・昔は、ヨンドン堂にシンパンが100人くら   

い集まってやったというが。   

そんなことは問いたことがない。  

・山間部の村でヨンドンクッをやっている   

村がありますか。   

ないご（山間部の村ではどんなクッをやっ  

ているのですか）ダンクッ′、  

（このあと金シンパンの暖房に祀られた巫具  

を拝見した）  

金シンパンの巫具  
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蓬二）民謡専修助教キム・ヒョンヒイ氏  

・目時：2008年8月23日 午前11時半頃から  

お昼過ぎ頃まで  

・場所：済州市サラボン公園内ヨンドンク  

ツ保存会館に隣接する清川島無形  

文化財専修会館  

・状況：金允抹シンパンとの面会を終え外  

に出たところにチャングの音が響  

き伝統音楽が聞こえてきた。その  

教室を覗き民謡を聞かせてもらう  

うちに民謡のソウゼッソリがある  

ことを知った。そこで金さん姉妹  

から聞き取りが始まった。昨年亡  

くなった彼女たちの母親は民謡の  

伝承者として清川島の無形文化財  

であった。現在は姉妹2人が専修  

助故になり専修生達に敢えている。  

《内容≫  

・ヨンドンクッのソウゼッソリと今歌った   

民謡のソウゼッソリとは同じですか。フ   

リョン（繰り適し磯子）は同じように聞   

こえますが。   

巫俗ソウゼッリリと民謡ソウゼッソIjが  

あります。民謡で歌うソウゼッソリとシン  

パンが歌うソウゼッソリは適います。民謡  

のソウゼッソりはシンパンのソウゼッソり  

をわかりやすく してあるのです。．フリョン  

は良く似ていますが少し遠います。  

・民謡のソウゼッソリの歌詞はいつも同じ   

ですか。   

ソウゼッソリは昔から現在まで唄われて  

います、ニ ソウゼッソリの歌詞の内容は決ま  

ったものではなくリーダーが先唄をして骨  

が繰り返Lを唄う形式です。  

・民謡のソウゼェソリはいつ歌いますか。   

ソウゼッソリは病院や医者が無い時代に、  

医者の代わり、薬の代わi）になりました。）  

清州島民の病気の原因は心の恨みで病気に  

なり、海辺でソウゼッソりを皆で唄って泊  

る場合が多かったと開いています。済州畠  

の民謡を伝え、数えたお母さんから、ノウゼ  

ッシリは心の恨みを表わしていると開いて  

います。  

・民謡のソウゼッソリをどこで習いました   

か。   

お母さんは8歳から祖父に敢えてもらっ  

たそうです。4．3事件の時からその恨みを  

唄に昇化したそうです。昨年お母さんは亡  

くなりましたがこのCDには民謡のソウゼ  

ツソリが入っています。）今民謡教室の皆で  

歌ったソウゼッソリはお母さんから私たち  

姉妹が引き継いだものです。このようにし  

て清川島の民謡をみんなで引き継いでいま  

す。  

・ソウゼッソリを唄う時には皆が踊りを踊   

るのですか。   

集会などでソウゼッソリが歌われますが  

必ずしも踊るわけではありません√）  

済州道無形文化財伝授所で歌う皆さん  
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」 ノ ノ リ  

4．古城里  早朝から青いテントが海岸に張られてい  

る。午前8時噴から男性たちが浜辺に旗を  

卑てる。テントのそばで火を起こし、供物  

や攫時のおかずとなる負を焼く。やがて参  

加者とシンパンが集まってくるとテントの  

中でクッが始められる。男性の手伝いが何  

人かいたが、作業のないときは来客頼のテ  

ントの中で花札をやっていた。  

1）テントの申でシンパンが神々の名前を   

呼んで迎え、さらに参加者の名前を読  

み上げる。  

2）シンパンが海に向かって木の枝を振り  

ながら祈り、供物を投げ入れ、海から  

長い布をテントまで敷く。長い布は龍  

王道になる。  

3）シンパンは龍王道でインジョンを貰い  

ながら、神刀占いをする。長い時間を   

かけて大勢の海女中古いをする。  

4）種蒔き、種占いをやる‘）  

5）鶏を殺して穴に埋める。  

6）船送りをする。  

＊4）、6）は見ることができなかったの  

で、後で参加者に確認した。  

（1）集落の概要   

城山邑に属する】。城山邑の中心でありひ  

とつの商業圏を．形成している。農業も盛ん  

でミカン栽培が主な生業だったが、現在は  

ミカンが余っているので、補助金をもらっ  

てミカン畑を減らしている。海女の収入と  

ミカンではミカンの方がいいというっ 牧畜  

も行っていて、海岸近くの林では馬を飼っ  

ている。以下、ゴマの収穫をしながらお話  

をしてくれた夫婦によると（夫人は海女だ  

という）、古城里、新陽里では海女は700人く  

らいいるが、海女の高齢化が進んでいて、  

若い海女では45歳の海女が2、3人い阜だ  

けだという。海女のアルバイトはいないっ  

古城里ではヨンドンクッの迎えはやらない  

で送りだけやる。正月にタン（本郷堂）で  

タンクッをやるが、タンは寂れているとい  

う。   

近くに見える城山日出峰は182メートルの  

奇岩絶壁に囲まれた約3万坪の噴火口を持  

つ巨大な玄武岩であり、世界遺産に登録さ  

れた。城山日出峰周辺は観光客のための観  

光飲食店街になっていて、民宿も多い（、  

（2）ヨンドンクッの報告  

日時：2008年3月詔日 朝7時噴から礫備を  

始める。  

場所：世界遺産の日出峰が見える海岸でテ  

ントを張って行う。  

シンパン：男性、女性のシンパン1名ずつ。  

残念ながら、このお二人からはお話  

がうかがえなかった。  

≪ヨンドンクッのおおまかな流れ》  
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古城里の景観とヨンドンクッ  

コソンリでゴマの収穣をしていた夫婦  コソンリで放牧されている済州島の馬  

海から布を曳いて道を作る  

海に供物を投げるシンパン  

海に向かって祈るシンパン   龍王道で占いをする  
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古城里ヨンドンクッ会場概念図  

料理場所魚を焼く場所匪∃  
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ウ ド 5．牛島  牛島の一番地は飛陽島であり、硯在では  

橋で、牛島とつながっている。飛陽島は外  

ビアンドともいわれる。それに対して、牛  

島は内ビアンドと呼ばれる。   

ウドには以下の5つの堂がある。  

①ハウモクトンダン   

ヨンドンクッを3年前までやっていたが、  

シンパンがいなくなってからはやらない。  

現在は、老人会長が1月15日にタンゼ（堂  

祭祀：シンパンがいないためクッではなく  

ゼサになった。）でヨンドン神の迎えの儀式  

を行う。10年前に堂を補修したが、堂の左  

わきに昔の石垣が残っている。豊から約50  

メートル離れた所に海女たちの更衣室があ  

る。  

（むチエフンドン   

石垣に囲まれた小さな蛍である。この堂  

は船主がペッコウサ（船の祈願）をすると  

ころである。その北束方向に石を構んだ塔  

があり、その頂上に一つの細長い石が乗っ  

ている。この石は男性のシンボルを表して  

いるという説がありハルマン堂といわれる。  

また、災いを防ぐ石とも言われ、その石で  

叩き災いを防ぐという。さらにその前方に  

もうひとつの石積があり、これらの二つの  

石橋は夫婦神であるといわれ、その場合こ  

ちらがハルマンであるといわれる。  

③チョンヌルトンダン   

以前はヨンドンクッが行われていた。そ  

のそばにプルトッ（海女が寒いとき体を温  

める建物）が二つある。  

④ハゴストンダン   

漁船のために儀礼をやるタン。  

⑤ピアンドンタン   

1月15日から2月15日の間にヨンワンクッ  

（1）集落の概要   

牛島は城山邑から船で30分ほどの離島で  

あり、牛島から福岡までは4時間でいける  

という。海岸の長さは17km、人口1800人、  

7釦世帯で、海女は420名いる。畑も多くピー  

ナツが名産であり、石垣を築いて潮風から  

作物を守っている。観光業も盛んで、夏は  

海水浴にやってくる観光客でにぎわい、レ  

ストラン、民宿、レンタサイクルの店も見  

られる。   

ウドはオボンギ（5つの峰）といって、  

5つの村からなる。私たちの訪れた8月24  

日は墓掃除の日なので家族で草刈機を持っ  

て基まで草刈にいく光景がみられた。また、  

各家々の入り口に国旗が翻っていた。海岸  

には防邪塔という石積があり、これは火を  

焚いて合図をする見張り台である。海岸で  

はワカメをビニールで覆って乾かしている。  

昔はワカメの太い茎を燃料にしたというが、  

現在ではヨードチンキの原料になる。牛島  

の女は10歳になると海に潜るという。海で  

採集するものはテンダサ、ワカメ、タコな  

どである。  

ウド全景  

ー186－   



2（）歳のとき釜  

lユ」へ出稼ぎに  

行き21歳で結  

婚した。“34歳  

のとき痛気に  

なり病院にい  

ってもクッを  

しても直らな  

かったニ シン  

を行う   

斗二島の老人たちは、ヨンドンタルは1月  

15Flから2月15日だといい、1月15日にヨン  

ドン神がやってきて2月15日に出て行くと  

いうゝ 牛島出身の梁貞順シンパン（後述）  

によると、ユ月15日にヨンドンクッをやっ  

たが今はやっていないという。  

バンに「私た  梁シンパン  

ちみたくクッをやったら（シンパンになれ  

ば）病気が治る」といわれてシンパンにな  

ったという．ゝ  

《内容》  

・新陽里について。   

新陽里には5つの村があり、1月2日、  

ユ月15日、2月15日、7月12日にクッをやる。  

（ここは海女は何人くらいいますか）ここは  

半農半漁、海女の数はわからない。  

・牛島のヨンドンクッについて   

牛島では迎えと堂祭（タンジェ）を－－－・緒  

にやる、送りはやらないが、督はやってい  

たかもしれない。牛島にいたときは子供だ  

ったのでヨンドンクツには参加しなかった二  

・ハンニムり＼ンスリのヨンドン堂につい   

てご存知ですか。   

よく知らない。  

・迎えのときにキメを海に持っていってヨ   

ンドン神を迎えましたか。   

そんなことはやらない。済川島ではそん  

なことをしない。  

・ヨンドンクッ以外でもエンマギ（鶉を殺   

して厄払いをする）をやりますか。   

エンマギはいつでもやるご  

・ヨンドンクッ以外には；毎に向かってチア  

観光客の訪れる浜辺  

海岸に残る見張り塔  

（2）聞取り調査  

ヰヰ島出身の新陽里の梁貞順シンパン  

・日時：2008年8月24El夕方  

・場所：梁シンパンの家、  

・話者：76歳、酉年＝ 牛島出身二∴子供の頃  

から海にもぐって海女の技術を身につけた二  
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にの後、梁シンパンの巫具を見せていただ  

いた。巫具のシンカル、サンバン、鈴はぴ  

かぴかに磨かれていた。さらに新陽里の本  

郷堂を案内していただいた）  

レム（供物の紙包みを海に投げる）のよ   

うな儀式をやらなかったのですか。   

チアレムはヨンドンクッだけでなく、海  

女たちは他のときにもチアレムをやる。  

・ヨワンクッ（ヨンワンクッ、龍王クッ）   

とヨンドンクッの違いについて。   

あまり遠いはない。ただし、ヨワンマジ  

とはいうがヨンドンマジとはいわない。鈴  

を鳴らしたりするのはヨワンマジ。  

・迷信打破運動のときはどうでしたか。   

刑事と喧嘩をしたり、警察にもいった。  

クッをやるなといわれたから、「あなた病気  

治せるの、あなたが治せるならやめる」と  

いって刑事と喧嘩をLた【「  

・シンクッをやりましたか。   

39歳のときシンクッをやった。、そのとき  

の先生がカンプンオンシンパンで、彼は下  

道里のシンパンであるの高福子の叔父（母  

親の兄）である。高福子の母のヤンピりエ  

も有名なシンパンだった〔シンクッは15日  

間やった。シンクッをやっていろいろなク  

ツのやり方を身につけた。40代になってか  

ら、キンマントンというシンパンの下で再  

びシンクッをやった＿、50代になって高帽子  

と▲一一緒に再びシンクソをやった 

梁シンパンの巫具  
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ハ ン スリ  

6．翰沫里  《内容》  

一迷借打破運   

動以前と以   

後のヨンド   

ンクッの変   

化について。   

昔から清川  

島は堂500、寺  

500といわれる  

（1）集落の概要とヨンドン堂  

Jヽ■′r■→  翰抹里は翰林邑に属する。張語根F韓国  

の民間信仰j に掲載されているヨンドン堂  
1り雪ノリ  

の写真の住所は翰林邑珠源里である。しか  

し珠源里が二つの村に分かれ沫源里と翰株  

里になったため、現在の住所は翰沫里であ  

る。ヨンドン堂は「翰林一里」という大き  

な石碑の立つ漁港から上がっていったとこ  

ろにあった。ヨンドン堂のあった場所は、  

2006年にアパート群の工事が開始され、アパ  

ート群は2008年3月に竣工した。そのためヨ  

ンドン堂は消滅した。   

「翰林一里」は大きな漁港で魚市場があ  

る。漁港の右手の突き出したテツサムコチ  

という海岸にデソムハルパン（竹島爺の意  

味）という本郷堂があり、その前方に石垣  

に囲まれた場所がありテントが張れるよう  

になっている。石垣の囲いの中で仏教信者  

たちがヨワンジュをやるという。海岸の前  

ピγノド 方には大きな島が見える。この島は飛揚島  

という火山島である。  

ぐらい堂と寺  泰聖麒氏  

が多かった。しかし、李朝時代、済州島に  

派遣されたイヒョンサン牧使が（地方を管  

理する役人）迷信打破として数多くの堂と  

寺を破壊したという記録がある。   

翰林天主教会から100メーターくらい経れ  

ている畑の上にあったヨンドン堂には、昔、  

ヨンドンクッの時は済州島の主なシンパン  

が100人くらい集まったという。5日間は神  

招き、5日間は神もてなし、5日間は神送  

りである。（普は、ヨンドン神は正月15日に  

来たというシンパンもいますが）。そんなこ  

とはない。日本時代になってヨンドンクッ  

は禁止され、ヨンドンクッはシンパンたち  

によって自分たちの堂でばらばらに行われ  

るようになった。本郷堂が山の中にあると  

ころは、ヨンドンクッをやるとき海辺に祭  

壇を設置してやることにした。  

1970年代軍事独裁政権は新しい村づくり運  

動のスローガンをたて、また迷信打破運動  

が起こった。しかしヨンドンクッはなくな  

らず、秘かに隠れて行われていた。迷信打  

破運動の時は国が巫具を没収して始末審を  

書かせてヨンドンクッを禁止した。市長は  

ヨンドンクッをやらないと表明したシンパ  

ンたちに表彰状を与えた。しかし、始末書  

（2）翰珠里で行われていたかつてのヨンド  

ンクッについて   

清川民俗博物館長・寮聖麒氏と妻宗圭シ  

ンパンは朝練里の住民ではないが、ハンス  

リで行われていたヨンドンクッについて語  

っていただいた方なのでこの項に入れる。  

享、弓斉川民俗博物館長・泰聖麒氏  

・時間：2008年8月22日午前10時30分、午前  

11時40分頃  

・調査地：清州民俗博物館  
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を書いた翌日、シンパンはまたヨンドンク  

ツをやった。人々はヨンドンクッの信仰が  

染みついているからやめることは出来なか  

った。ヨンドンクッをやらないと不安で、  

海の海産物の収棲も心配になる。現在は知  

識水準も医療水準も上がり、他の信仰に頼  

るようになるをどの理由でヨンドンクッを  

やらない村が増えてきた。  

・固から文化財指定されたことによって変   

化はありましたか。   

昔のヨンドンクッと今のヨンドンクッの  

遠いほ、今は見せるためのヨンドンクッで、  

昔は信仰のためのヨンドンクツといえる。  

昔は海女の数が多かった。ひとりひとり祈  

願をするので時間がかかって3、4日かか  

った。クッの内容に変わりはないが、今は  

一日でヨンドン神迎えと送りの両方をやっ  

ている。  

・ヨンドンクッ、ヨンワンクッ（龍王クッ）、   

チャムスクッ（潜水クッ）の関係につい   

て。   

ヨンドンクッ、ヨンワンクッ、チャムス  

クッはすべてが海に関するクッなので、同  

じ観念で受け入れている。だからヨンドン  

クッはヨンワンクッとも、チャムスクッと  

もいえる。ヨンドンクッもチャムスクッも  

言い方は違うが同じです 

・ヨンドンポンプリについて。   

ヨンドン神話を語るのがヨンドンポンプ  

リ。  

・コソンリでは海からテントまで長い龍王   

道をつくっていたが、こんな長い道を青   

から作っていたのですか。   

昔はお金がなかったからできなかったが、  

今はお金ができたので気持ちでやっている。  

－ヨンドンクッは豊漁、豊農どちらが目的   

ですか。  

清川島は半農半漁だから、半分半分です。  

②妻宗圭シンパン  

・日時：2008年8月23日午後  

・場所：済州市下貴二里の氏の自宅  

・話者：1921年生まれ。世襲のシンパンでは  

ない。エウオルへシンダンなど4  

つのタンメンシンパンとしてクッ  

を行っていた。  

≪内容》  

・音のヨンド   

ンクッの目   

的はなんで   

すか。   

昔のヨンド  

ンクッでは農  

作物の豊鏡と、  

馬の繁殖を願  

った。  妻宗圭シンパン  

・日帝時代と迷信打破運動の時代はどうで   

したか。   

日帝時代にはヨンドンクッをやめさせら  

れた。自分はもうやらないと始末書をかい  

て賓までもらったが隠れてやった。  

一昔シンパンが集まってヨンドンクッをや   

ったことがありますか。   

満州島のタンメンシンパンが何人か集ま  

り、翰韓里チョンギョエのヨンドン堂でヨ  

ンドンクッをやった。付き合いのあるシン  

パンたちが集まった。ヨンドンクッではチ  

ヨガムゼをやって神を招き、竿（キメ）を  

持って家々を廻りお米を貰った。  

・ヨンドン堂について  
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い、種蒔きはやっていましたか。   

種占いはゴザの上に蒔いてやった。種蒔  

きは船に乗ってシンパンがやった。  

・ペパンソン（藁船送り）はやりましたか。   

やった。船は1膿だった。  

・米占いをやりましたか。   

写真（下道里の米占いの写真を見せた）  

と似ているのをやった。  

・なぜ龍王道でヨンドン神も招くのですか。   

親王道を作ったからヨンドン神もー一緒に  

きなさいという意味。たとえば髄王を大統  

領としたらヨンドン梯はちょと下の総理み  

たいなもので、別々には迎えない。 

・ソウジェソリはクッのあと必ずやるので   

すか。   

いつもやるとは限らない。  

・ヨンドンクッは海女が中心になってやる   

というが、ヨンドンクッ以外に海女が中   

心になってやるクッはありますか。   

ヨンドンクッ自体も海女と船主が－一緒に  

やる。海女だけのクッはない（，  

・楽器を演奏しないクッは何ですか。   

楽器はクツにつきもので、ヨンドンクッ  

やクッをやるときだけソウジェソリをやる■。  

・クンクッのときはソウゼェソリはやらな   

いのですか。   

やるときとやらないときがある。  

・タンクッは年に何回くらいやりますか。   

若いときは年に4～5回くらいケンクツ  

を行った。最近はお金がないからタンクッ  

をやる人は少なくなった。今のシンパンの  

中でクンクッをやれる人はソンチェジュ、  

ヤムチェンポ、キム・エンスなどがいる。  

・1月15日にヨンドン神がくるという話が   

あるが？  

ここから30分くらいいった翰林にヨンド  

ン堂が残っている。ヨンドン堂は翰林の村  

にしかなかった。  

・ヨンドン堂でやっていたのはいつ頃です   

か。   

戦争前、日本時代の前のこと。日本時代  

のときはやらなかった。（先生がお生まれに  

なったのは日本時代ですね）ヨンドン堂の  

ヨンドンクッについては自分の先生から話  

を開いた。  

・ヨンドンクッでは迎えの儀礼をやりまし   

たか。   

迎えは5日間やったrJ2月1日に迎えの  

儀礼をやって、あくる日から5日間家々を  

廻った。送りは15日に同じ場所でやった。  

2月14日にヨンドン堂にシンパンが集まっ  

て送りの儀式をやったが、それほど盛大に  

はやらなかった。  

・龍三道を作って龍王迎えをやっていたの   

ですか。   

そういうことをやるのはチルモリダンだ。  

龍王道は作らなかった。木を持って家々を  

周り、占いをしたりしてお米を貰っていた。  

・迎えのときはチョガムゼをやりましたか。   

やった。（チョガムゼのときヨンドンポン  

プリをやりましたか）ヨンドンポンプリは  

ない。  

・迎えの儀式にも送りの儀式にも海女が集   

まりましたか。   

何人か集まった。  

・神様を降ろすときキメ（竿）をゆすった   

りしましたか。   

昔はもっとシンプルだった。今のは見せ  

るためのもの。  

・今ヨンドンクッでやっているような種占  

ー191一   



（妾宗圭シンパンの庫房の巫具を拝見した）  

③ヨンドン堂跡近くの畑の男性への聞き取  

り  

・日時：2008年8月23日 夕方  

・場所：翰株里チョンギョエのヨンドン堂  

跡近くのゴマ畑。近くに新しいア  

パート群が見える。－  

・話者：畑仕事中（ゴマ畑）の男性働歳）  

《話の概要》   

ヨンドン堂は今みえる新しいアパートの  

106号棟あたりにあった。アパートを建てる  

とき堂の木（ペンナム）をアパートの入り  

口の庭に移植した。ヨンドンクッのときは  

石垣の上にテントのような白い布を載せて  

いた。ヨンドンクッは4日間くらいやった。ち  

このとき、子供たちは餅を貰いにヨンドン  

堂にいった。シンパンがお米を貰いに各  

家々を廻ったが、もらえる家ともえらえな  

い家があった。ヨンドンクッは愚作願いだ  

った。種占いをやった門現在、ヨワンジェ  

は海女の控え室でお坊さんがやっているL，  

そんなことはない。ヨンドン神は2月1  

日にやってくる。ある本では1月31日にく  
ソギノホ  

るといわれている。西帰浦の方はない。  

・2月1日から2月15日までヨンドンタル   

の間は漁をしないというタブーがあるが、   

この村はヨンドンクッをやらないわけだ   

から、そういうタブーはないのですか。   

ヨンドンクッをやっていない地域ではタ  

ブーを守らなくてもよい。  

・この地域はヨンドンクッをやらないから   

チャムスクッやヨワンクッをやりますか。   

2月1日から2月15日の間にクングッを  

やる場合、ヨンドン神の御勝を別に供える。  

・ヨンドン神が2月1日から2月15日に来   

ることにあわせてクッをする人は多いで   

すか。   

ヨンドン様の隣に供物をたててやる。  

・青からエンマギ（鶏の厄払い）をやって   

いたのですか。   

昔からやっていた（ヨンドンクッ以外で  

もエンマギをやったのですか）ヨンドンク  

ッ以外でもやった。  

・山間部でもヨンドンクッをやっていた   

のですか。   

やっていない。  

新しくつくられたアパート群  妻シンパンの庫房に祀られた巫具  
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＠翰抹里の老人会長と海女会長への  

インタビュー  

・日時：2008年8月23日 夕方  

・場所：翰株里、港近くのレストラ  

ンのベランダ。  

・調査状況：老人会長が先にやって  

きて先に帰った。  

《内容≫  

・ヨンドン堂の場所はどこですか。   

ヨンドン堂はチョンギョエのカソ  
翰沫里の老人会長  翰沫里の海女会長  

リッタ教会から斜め前の畑の向こう  

側にあり、石垣を高く積んで人口は一人が  

入れるくらいで、上にテントが張れるよう  

になっていた。－一見するとエスキモーのテ  

ントのようだった。現在、アパート群があ  

りその106号棟のところにあった。そのアパ  

ートを建てる時、ヨンドン堂のペンナムを  

106号棟の庭に移した。  

・ヨンドンクッの時期はいつでした。   

2月をヨンドンタルとして、生気福徳で  

日を選び、15日間祭りを行った。この時期  
」－ウウオ几  

には、翰林邑・睦月邑の人々が供物をもっ  

てヨンドン生までやってきた。  

・迎えの儀礼はどのようにやりましたか。   

迎えの儀式では、まずシンパンがキメ  

（竿）を海辺に持って行き儀礼をしてヨンド  

ンハルマンを迎える。迎えたヨンドンハル  

マンを連れてタンソンハルパンの堂まで行  

き、クンソンハルパンに挨拶きせてから、  

ヨンドン堂にむかった。ヨンドン堂の前に  

キメを立てて迎えの儀礼を行った。竿をた  

てることによって神様がいることになる。  

供物の勝は丸い謄でご飯ともち（粟で作っ  

た餅・トレトック）、オットム（魚の開きj、  

ナムルと果物の供物の騰が20、30並んだっサ  

シミもあった。シンパンの衣装は真っ白で  

白い帽子をかぶり、ドッポという軍服のよ  

うな白い衣装をつけていた。  

・送りの儀礼はどうでしたか。   

送りの儀礼はすごく楽しくて、みんなで  

踊りを踊ったりした。船を1般立派に作り  

（築ではなく別の素材）、ブタの頭まで入れ  

て、ビアンドの前で恵方の方向に向かって  

流Lた。  

・クッに集まってきた人々は。   

涯月邑、翰林邑の人々が供物を持ってヨ  

ンドン堂にやってきた。子供たちにモチを  

配ったので、小学校当時はモチを貰いに行  

くのが楽しみだった。  

・占いとシンパンの収入は。   

ヨンドンクッではシンパンたちがヨンド  

ン堂に集まり儀式を行った後も、5～10人  

がローテーションを組んで、ずっとヨンド  

ン堂にいて夜明けまで占いをやっていた。  

人々が集まって来てシンパンに占いをやっ  

てもらいお金を渡すのでシンパンにとって  

はよい収入になった。その頃は貧しかった  

ので、夜明けまで占いをやっていた。迎え  

の儀礼の次の日から小巫がペナンという袋  
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話をうかがった。  

≪内容≫  

・ヨンドン堂はこの村の堂だが、ヨンドン   

クッには他の村の人もやってきたのはな   

ぜですか。   

他の村にはヨンドン堂がなかったから。  

・男性はヨンドンクツに参加できなかった   

のではないですか。   

男性も物を運んだり、舟を作ったりして  

ヨンドンクッに参加した。供物を持って申  

に入れるのはシンパンだけ。私が軍隊に行  

って帰ってきた頓（23歳）、クッがなくなっ  

た。  

・豚肉、牛肉を供えましたか。   

昔は豚肉、牛肉は高いので供えなかった。  

お金を集めてやっていたわけではなく、シ  

ンパンたちが全部やったから、お金がない  

ので肉はなかった。  

・ヨンドンクッのやり方について   

シンパンが中心だった。村の人も船を作  

るなど手伝ったが、シンパンが全部用意し  

た。位牌も何もなく、神様の名前を番いた  

紙をかけてやった。翰珠里が全部主催した  

ならば記録があるが、シンパンが全部やっ  

たので記録がない。  

・ヨンドンクッの主催者はだれでしたか。   

主催者はいなかった。シンパンが夜遅く  

まで自分たちで準備した。  

・張簿根『韓国の民間信仰』によると、ヨ   

ンドンクッでは神様の衣を用意したが、   

それは男の衣装だったと書いてある。ヨ   

ンドン神は男なのですか。   

静によると、航海中に死んだ夫婦の死体  

を何日もかけて捜し、牛島でハルマンの死  

体を見つけ、こちらではハルパンの死体を  

を持ってお布施を貰いに家々を回った。  

人々はお米をあげた。このクッだけでシン  

パンは一年分の収入を稼いだといわれてい  

る。  

・ヨンドンクッの禁忌。   

2月には、船に乗ってはいけない。洗濯  

をするとうじが湧くなどといわれている。  

それは、シンパンが作った噂で本当はここ  

に来なさいという意味だった。  

・クッの廃止と復活について。   

シンパンが亡くなったのでクッは中止に  

なった。村で船の事故があったり海女が死  

んだりしたので、「ヨンドンクッをやらない  

からなるのだ」ということで、堂の前にサ  

ムホンカンを作って1月15日に豊漁祭をや  

るようになった。4人の代表（老人会長・  

里長・漁村係長・賛助会長）で行う儒教式  

の儀式で約200万ウォンかかる。船34隻で年  

一回、会費を出し合い、その会費でヨンワ  

ンゼをやる。  

・ヨンドンクッをやっているところはどこ   

ですか。   

済州市はやるが、西帰浦の方はヨンドン  

クッをやらない。迎えをやっているのはソ  

ンサンと牛島。  

・ヤクパライについて。   

エンマギ（鶏殺し）はヨンドン神とは関  

係がない。ヨンドンクッは病気の人とは関  

係ない。  

⑤老人会長  

・時間：2008年8月25日 午前  

・場所：老人会長の家  

・調査状況：2日前にお会いしてお話をお  

聞きしたが、さらに詳しくお  
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当時はお金ではなくお米だった。だが、実  

際は、お米が高かったので麦を渡した。当  

時は米の値段が高かったので、シンパンは  

貰った米を店に売った。店に売っても、店  

にはお金がなかったので、支払いを催促す  

ると「じゃ、うちの畑もっていって」と、  

お米と畑の物々交換みたいなことをやって  

いた。シンパンの集めたお米の畳は多くて、  

当時の土地の値段は安かった。クッの予算  

もある程度シンパンが決めた。このくらい  

貰いたい（お米で貰う）という金額をある  

程度決めていて、その分のお米を貰わない  

と、クッの終わる日にちを延ばした。   

迎えの儀礼も送りの儀礼も、成の日、丑  

の日が縁起がいい日なので、その日を選ん  

で行った。2月1日なら必ず神様が来る。  

いつ帰るかはシンパンたちが縁起のいい日  

を選んで決めた。2月のいつになるかはわ  

からないから、2月の1ケ月はヨンドンタ  

ルと決めた。だが、クツは2月の最初にな  

るか、寅ん中になるか、後ろになるかはわ  

からない。   

ヨンドンクツをやらなくなったら、悪い  

ことが起こったので隣の柑のポサツ（女性）  

がこの村に来て、ヨンドンクッをやらない  

とだめだといって、自分でお金を出してヨ  

ンドンクッを復活させた。その人の住んで  

いるところは渡月なので、渡月のポサツと  

いった。涯月のボサツはシンパンのやるこ  

とができるので、いろいろやってお金をも  

らっていった。5年くらいやっていたが、  

その人が死んだのでやらなくなった。固か  

ら指定されて、80年代から国がやれやれと  

いうから、やってみようということになり、  

隣の（隣の村？）シンパンに頼んで何年か  

見つけた。そのため、ここではヨンドンハ  

ルパンといい、男の神様。  
ヒヤノト  

・対岸の島、飛揚島について敢えてくださ   

い。   

火山でできた島で、1002年に火山が噴火し  

た記録がある。最近、噴火1千年紀念察を  

やった。  

・ヨンドンクッの期間に他のクッをやる場   

合、ヨンドン神もそのクッで祀ったので   

すか   

ヨンドンクルには他のクッをやらなかっ  

た。  

⑥ヨンドン堂跡の近くのゴマ畑の家の奥さ  

んとその知り合い  

・時間：2008年8月25日 午後2時囁から約  

30分。  

・場所：ヨンドン堂跡の近くのゴマ畑の家  

の入り口  

・話者：話者の二人は嫁だったので姑がヨ  

ンドンクッに行き、自分たちは遠  

くから見るだけだったという。そ  

のため、ヨンドンクッについて聞  

いた騎と見たことを語ってくれた。  

≪論の概要≫   

迎えの儀礼は満潮時、夕方5～6時頃、  

ヘソンダンの前で行った。そのときは、音  

楽をならし、踊りを踊ったりLて、チギの  

中に神様を呼んで、ハルパン堂にいって挨  

拶をさせ、次にヨンドン堂に持っていった。  

ヨンドン堂は一部屋くらいの石垣の囲いが  

あって中には何もなかった。中（前？）に  

チギを立てて、終わるまで触らなかった。  

チギは緑、赤、黄色の3色だった。そのう  

ちに小巫が村の家々にお米を取りに廻った。  
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れ、話者の言葉から多くの事柄が繋がって  

いき、ヨンドンクッを多面的に見ることが  

出来た。これら話者の話をつなぎ合わせる  

作業を通じて、かつてのヨンドンクッの祭  

祀（ひとつではない、さまざまなヨンドン  

クッである）とその変化、またヨンドンク  

ッを主催する人々、および関係者がより具  

体的な形で浮かび上がり、清川島のヨンド  

ンクッのある程度の全体像をおぼろげなが  

ら掴むことが出来た。   

これら2回にわたる調査とグループ研究  

の成果によって、日本民俗学会第60回年会  

（開催地：熊本大学）において、グループ発  

表「清川島のヨンドンクッ」（金泰順「かつ  

てのヨンドンクッ」、古谷野洋子「ヨンドン  

クッにみる来訪神儀礼」、大橋克己「海女の  

側から見たヨンドンクッ」）を行うことがで  

きた。しかし、現状は済州島のヨンドンク  

ッについてさまざまな課題が見えてきたと  

いう状況であり、今後の息の長い地道な調  

査と研究が必要であることはいうまでもな  

い。  

やっていたが、そのシンパンは3年前になく  

なった。   

ヨンドンクッは80年代のはじめまでやっ  

ていた。供え物は、お米、莱、果物（ゆず）、  

オットム、莱餅、ナムル、蕨、甘酒だった。  

船は薬で作ったが、後に木で作ることにな  

った。船を送るときは遠くに行くように5  

時から6時の満潮時に送った。そのときに  

は踊りを踊ったりした。  

まとめとして   

第1回済州島訪問後、何度も研究会を持  

ち調査のまとめを行った。また、ヨンドン  

クッに関する先行文献を幅広く探して済州  

島のヨンドンクッについて調べた。その結  

果、我々の見学したヨンドンクツ以外にも、  

様々な形のヨンドンクッがある（あった）  

のではないかとの凝間を待った。第1回で  

見学した4カ所のヨンドンクッについても  

追調査の必要性を痛感した。   

第2回目の調査では、前回の訪問では出  

来なかったヨンドンクッ関係者であるシン  

パンや海女、村の人々からの聞き取り調査  

を中心として行うことにした。調査からは、  

ヨンドンクッが多様に継承されてきている  

ことが理解できた。同時に現在ではシンパ  

ンやヨンドンクッを支える海女の減少によ  

り、昔多くの村で行われていたヨンドンク  

ツが中止になり、タンクッやヨアンマジな  

どの形で引き継がれている（らしい）とい  

うこともわかってきた。   

さらに、聞き取りの進行に従い、話者か  

らの紹介で牛島や翰殊里関係の話者が加わ  

っていった。各地域の話者からは各地に残  

るヨンドンクッのかつての姿と変化が語ら  

＊梁貞順シンパンは新陽里、妾宗圭シンパ   

ンは下貴二里のシンパンであり、満州民   

俗博物館長泰聖殿氏は済州市三陽洞にお   

住まいだが、話の内容に関連のある項目   

に入れた。  

＊聞き取りの報告は、読みやすいように質   

問の前後など多少編集した。また、紙面   

の関係上、割愛した部分もある。話者の   

話の内容はわかりにくい部分、矛盾して   

いる部分もあるが、記録としてそのまま   

記した。なお、話者のプライバシーに関   

する部分は除いた。  
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けたことは、第2回調査において非常に役  

に立った。ここに記して謝意を表すもので  

ある。  

＊地名・人名の表記については、わかるか   

ぎり漢字表記にルビをつけた。  

≪付記≫  

第1桓］調査参加者：佐野賢治 金泰順 古   

谷野洋子 大橋克巳 サイモン・ジョン   

松本美虹 門脇貼子 古谷野昇  

第2回調査参加者：金泰順 古谷野洋子   

大橋克己 サイモン・ジョン  古谷野昇  

通訳：金泰順  

第2回調査質問者：金寮順 古谷野洋子   

大橋克巳 サイモン・ジョン 古谷野昇  

フィールドノート作成：金奉順 古谷野洋   

子 大橋克巳 サイモン・ジョン  

写真撮影：古谷野昇   
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菊地和博 2003「韓国済州島「ヨンドン祭研   
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玄容駿1985F済州島巫俗の研究』第一書房  
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壊後になるが、臍州大草校高光敏先生に  

は清州島の漁播に関する多くの助言を頂い  

た。また、2008年8月の「第167回 仏教民  

俗研究会」（主催者：坂本要 開催地：東京  

学芸大学）の「済州島のヨンドンクッ報告」  

において、諸先生方のさまざまな助言を受  
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